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ボーリング柱状図
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394.35 1.50 1.50

表土
(SF)

393.67 0.68 2.18

礫質土
(GF)

388.85 4.82 7.00

石英安山
岩
(An)

暗
褐

暗
灰

灰

0.0～1.5m：表土
0.0～0.6mはシルト主体で植物根を
含む。暗褐色を呈する。
0.6～1.5mは礫混じりシルトで褐色
を呈する。植物片を含む。

1.5～2.18m：礫質土
石英安山岩の風化残留物からなる
。礫分が多い。

2.18～7.0m：石英安山岩
岩片自体は硬質であるが、亀裂間
隔は5cm以下で亀裂間は火山灰質
な粘土を挟む。コア形状は短柱状
～岩片状となる。N値は表層部以
外は50以上を示す。卓越する亀裂
の角度は30°以下の低角のものと
60°程度のものが多い。

[5.50]5.5～7.0mは凝灰角礫岩状と
なるがマトリックスの固結は良好
である。
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